
会
 報

加
賀

商
工

会
議

所

（
昭

和
51年

4月
13日

第
3種

郵
便

物
認

可
）

  
令

和
8年

6月
10日

発
行

一
部

定
価

50円
（

毎
月

10日
発

行
：

購
読

料
は

会
費

に
含

む
）

TOPICS
今
月
の
主
な

6
2026.6 No.650

Kaga Chamber of Commerce & Industry. 

❾
 実

例
か

ら
学

ぶ
、

は
じ

め
て

の
事

業
承

継
セ

ミ
ナ

ー
（

7/22）の
ご

案
内

1
0

 エ
ネ

ル
ギ

ー
価

格
・

原
材

料
高

騰
等

に
係

る
経

営
影

響
調

査
 集

計
結

果
�

 ク
ロ

ス
ガ

ー
デ

ン
加

賀
 貸

会
議

室
の

ご
案

内
�

 パ
ワ

ハ
ラ

・
サ

イ
バ

ー
対

策
セ

ミ
ナ

ー
（

8/19）の
ご

案
内

❷
 令

和
８

年
度

 女
性

会
総

会
を

開
催

❸
 観

光
業

部
会

・
都

市
政

策
委

員
会

 合
同

視
察

研
修

会
を

開
催

❹
 「

生
徒

と
保

護
者

で
学

ぶ
地

元
企

業
」

を
開

催
❽

 補
助

金
等

支
援

制
度

の
ご

案
内

（
令

和
8年

6月
1日

時
点

）

（
昭

和
51年

4月
13日

第
3種

郵
便

物
認

可
）

  
令

和
8年

6月
10日

発
行

一
部

定
価

50円
（

毎
月

10日
発

行
：

購
読

料
は

会
費

に
含

む
）

加
賀

温
泉

駅
前

に
あ

る
全

天
候

型
広

場
施

設
〔

画
像

提
供

：
小

中
出

建
設

㈱
〕
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当
所
女
性
会
（
会
員
数
55
名
・
出

席
25
名
・
委
任
状
17
名
）
は
５
月
13

日
㈬
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て

総
会
を
開
催
し
、
令
和
８
年
度
事
業

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

ま
ず
、
開
会
に
あ
た
り
小
新
会
長

よ
り
日
頃
の
女
性
会
活
動
事
業
に
対

す
る
御
礼
、
今
年
度
加
賀
市
で
開
催

さ
れ
る
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
員
大
会
に
向
け
て
の
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
宮
本
副
会
頭
よ
り
会
員
大

会
の
盛
会
祈
願
や
地
域
活
動
協
力
へ

の
御
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
総
会
議
案
の
審
議
に
入

り
、
昨
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支

予
算
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
８
年
度 

女
性
会
事
業
計
画

１
．
女
性
会
組
織
と
運
営
の
強
化

⑴
会
員
加
入
の
促
進

⑵
委
員
会
の
充
実

⑶
会
員
交
流
事
業
の
実
施

２
．
会
員
の
資
質
向
上
及
び
経
営
対
策

⑴
各
種
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

⑵
県
内
７
女
性
会
の
共
同
事
業
・
広

　

域
的
連
携

３
．
会
議
所
事
業
へ
の
積
極
的
参
加

⑴
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と
観
光

　

文
化
の
発
信
参
加
協
力

⑵
会
員
事
業
所
従
業
員
の
交
流
事
業

　
（
婚
活
事
業
）
の
実
施
協
力

⑶
お
も
て
な
し
講
座
の
開
催
・
ふ
る

　

さ
と
検
定
事
業
へ
の
協
力

⑷
地
域
振
興
や
育
成
事
業
に
係
る
事

　

業
へ
の
参
加
協
力

４
．
県
内
女
性
会
連
合
会
活
動

⑴
県
内
女
性
会
の
連
携
・
交
流
に
係

　

る
事
業
実
施

⑵
県
連
女
性
会
会
員
大
会
事
業
の
参
加

⑶
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
能
登
地
区

　

女
性
会
へ
の
支
援
活
動

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

総
会
終
了
後
、「
も
っ
と
住
民
が

幸
せ
な
加
賀
市
を
目
指
し
て
」
と
題

し
、
加
賀
市
長
の
山
田 

利
明
氏
よ

り
令
和
８
年
度
加
賀
市
当
初
予
算
お

よ
び
市
長
の
構
想
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
５
つ
の
柱
に
沿
っ
た

予
算
編
成
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

い
た
。

山田加賀市長による講演

令
和
８
年
度 

女
性
会
総
会
を
開
催

　

当
部
会
で
は
、
ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加

賀
１
階
食
テ
ラ
ス
内
に
あ
る
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
、
山
中
漆
器
連
合

協
同
組
合
と
加
賀
九
谷
陶
磁
器
協
同

組
合
か
ら
提
供
を
受
け
た
動
画
を
発

信
し
て
い
る
。
今
年
度
は
こ
の
継
続

事
業
の
ほ
か
、
加
賀
の
工
芸
情
報
発

信
の
た
め
に
続
け
て
い
る
「
職
人
の

ま
ち
加
賀
」（
事
業
自
体
は
北
陸
新

幹
線
延
伸
完
了
の
令
和
６
年
度
に
終

了
）
のinstagram

に
て
、
情
報
発

信
強
化
の
た
め
部
会
員
事
業
所
を
紹

介
お
よ
び
リ
プ
ラ
イ
投
稿
す
る
案
が

協
議
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
加
賀
市
の
工
芸
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
た
魅
力
掘
り
起
こ
し
の

た
め
に
、
日
本
商
工
会
議
所
の
「
域

外
需
要
の
取
り
込
み
に
向
け
た
地
域

の
魅
力
向
上
事
業
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

ま
ず
は
６
月
に
開
催
さ
れ
る
募
集
説

明
会
に
参
加
し
、
前
向
き
に
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

部
会
の
後
半
に
は
、
中
東
情
勢
の

影
響
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

５
月
25
日
㈪
、
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
第
１
回
工
芸
品
業
部
会
が

開
催
さ
れ
、
12
名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鹿
野
部
会
長
が
挨
拶

し
、
今
年
度
事
業
と
し
て
情
報
発
信

強
化
と
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

第１回工芸品業部会 今年度事業について協議
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相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

源泉所得税（納期特例）
個別指導開催について
　本年も例年通り上記個別指導を開催いた
します。つぎの書類をご持参のうえ、会場
へお出かけください。
【ご用意いただくもの】
　・給与の支払状況がわかる諸帳簿
　・前年分源泉徴収簿、納付書　等

月　日 場　　所 講　師

7月6日㈪ クロスガーデン加賀
４ Ｆ 会 議 室 三由税理士

7月7日㈫ クロスガーデン加賀
４ Ｆ 会 議 室 谷口税理士

※時間は 13:30~16:00
加 賀 商 工 会 議 所
加 賀 市 青 色 申 告 会

※本年より動橋地区会館では開催されなくなりま
した。クロスガーデン加賀をご利用下さい。

　

５
月
26
日
㈫
、
第
106
回
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
片
山
津
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
（
加
賀
コ
ー
ス
）
に
て
開
催
さ
れ
、

小
中
出
副
会
頭
を
は
じ
め
、
当
所
役

員
議
員
・
会
員
を
含
む
28
名
が
参
加

し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
5

月
と
し
て
は
暑
く
汗
ば
む
陽
気
に
な

っ
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
栄
え
あ
る

優
勝
者
は
、山
岡 

秀
和
氏（
㈱
正
和
）

と
な
っ
た
。

　

競
技
終
了
後
は
表
彰
式
・
パ
ー
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
、
順
位
と
各
賞
を
発

表
し
、
参
加
者
に
景
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

な
お
、
優
勝
者
の
他
、
入
賞
者
は

以
下
の
通
り
。

準
優
勝　
谷
口 

太
郎
氏

�

（
㈲
谷
口
物
産
）

３　
位　
鹿
野 

和
宏
氏

�

（
カ
ノ
ー
㈱
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　
山
岡 

秀
和
氏

�

（
ス
コ
ア
76
）

D
C
賞　
谷
口 

太
郎
氏
、
宮
竹 

政

廣
氏
、
新
木 

洋
満
氏

N
P
賞　
鹿
野 

和
宏
氏
、
木
村 

峯

久
氏
、
山
岡 

秀
和
氏
、
三
津
野 

一

成
氏

な
ん
で
も
N
P
賞　
小
中
出 

佳
津

良
氏
、
三
谷 

洋
史
氏
、
鹿
野 

和
宏

氏
、
眞
田 
昌
則
氏

　

６
月
１
日
㈪
、
観
光
業
部
会
（
新

滝 

英
樹
部
会
長
）と
都
市
政
策
委
員

会
（
向
出 

剛
一
委
員
長
）
が
合
同
視

察
会
を
開
催
し
、
事
務
局
含
め
37
名

が
参
加
し
た
。
参
加
者
ら
は
２
班
に

分
か
れ
、
加
賀
温
泉
駅
前
に
あ
る
全

天
候
型
広
場
施
設
と
加
賀
市
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
を
順
次
見
学
し
た
。

　

全
天
候
型
広
場
施
設
は
、
北
陸
新

幹
線
開
通
を
機
に
加
賀
市
が
駅
前
で

整
備
を
進
め
て
き
た
施
設
で
、
５
月

18
日
よ
り
共
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

参
加
者
ら
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
に
よ

る
自
然
光
が
差
し
込
む
開
放
的
な
空

間
を
見
学
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
㈱
ホ
ク
タ
テ
の
小
幡 

優
子
氏
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
施
設

内
で
は
飲
食
が
可
能
で
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
空
間
を
仕
切
る
こ
と

が
今
秋
以
降
可
能
に
な
る
と
の
こ
と
。

な
お
、
加
賀
市
で
は
６
月
12
日
ま
で

同
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー

ト
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

　

加
賀
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
旅
ま
ち
ネ
ッ
ト
の
中
澤 

友
也
事
務
局
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

今
年
４
月
よ
り
「D

M
M

.com

」
が

同
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
指
定
管
理
者

と
な
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
、
案
内
窓

口
に
は
４
か
国
語
対
応
の
Ａ
Ｉ
ア
バ

タ
ー
を
活
用
し
た
観
光
案
内
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
全
面
対
応
な

ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い

る
。
中
澤
氏
に
よ
る
と
、
窓
口
で
は

「
ト
イ
レ
や
バ
ス
乗
り
場
は
ど
こ
か
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
一
番
多
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
会
を
通
じ
て
、

駅
前
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
同
部
会
・
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

山
岡 

秀
和
氏
が
優
勝

第１０６回会員親睦ゴルフ大会

全天候型広場施設の説明を受ける参加者ら

視察前にあいさつす
る新滝観光業部会長
兼都市政策副委員長

「
全
天
候
型
広
場
施
設
」と
「
加
賀
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
見
学

観光業部会・都市政策委員会
合同視察研修会
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５
月
16
日
㈯
、
大
聖
寺
実
業
高
等

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
同
校
と
同

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
、
加
賀
商
工
会
議

所
、（
一
社
）
加
賀
機
電
振
興
協
会
、

加
賀
公
共
職
業
安
定
所
が
共
催
す
る

「
生
徒
と
保
護
者
で
学
ぶ
地
元
企
業
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
事
業
は
、
地
元
の
将
来
を
担
う

大
聖
寺
実
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
対

し
、
加
賀
市
に
拠
点
を
置
く
企
業
の

仕
事
内
容
、
将
来
性
、
魅
力
、
お
よ

び
企
業
が
大
切
に
し
て
い
る
考
え
方

を
直
接
伝
え
る
機
会
と
し
て
企
画
さ

れ
た
。
生
徒
が
自
身
の
学
習
と
実
社

会
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
、
将
来
の

働
く
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者

や
教
員
に
対
し
て
も
、
今
後
の
進
路

指
導
や
助
言
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
。
当
所
と
し

て
も
、
企
業
が
自
社
の
魅
力
を
地
域

に
発
信
す
る
好
機
と
捉
え
、
本
事
業

に
協
力
し
た
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
続
く
本
イ
ベ
ン

ト
に
は
、今
回
、同
校
の
２
、３
年
生

全
員
を
は
じ
め
保
護
者
や
教
員
ら
約

200
名
が
参
加
し
た
。
製
造
・
観
光
・

商
業
・
建
設
な
ど
幅
広
い
業
種
か
ら

12
社
が
参
加
し
、
体
育
館
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
。
持

ち
時
間
７
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
各
社
の
担
当

者
が
生
徒
や
保
護
者
に
向
け
て
自
社

の
取
り
組
み
や
仕
事
の
や
り
が
い
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
生
徒
た
ち
は
事
前

に
配
ら
れ
た
資
料
を
参
照
し
な
が
ら

説
明
を
熱
心
に
聴
講
し
、
各
企
業
へ

の
質
問
事
項
を
意
欲
的
に
ま
と
め
て

い
た
。

　

高
校
生
に
と
っ
て
地
元
企
業
の
情

報
を
得
る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路
選

択
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
と
な

る
。
地
元
就
職
と
い
う
選
択
肢
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
地

域
社
会
へ
の
定
着
を
促
す
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
所
で
は
今
後
も

こ
の
取
り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

【
参
加
企
業
】

㈱
ホ
テ
ル
ゆ
の
く
に
、
㈱
河
道
製
作

所
、
㈱
昭
宝
製
菓
、
㈾
あ
ら
や
、
み

や
び
の
宿
加
賀
百
万
石
、
㈱
月
星
製

作
所
、
㈱
エ
リ
オ
、
㈱
だ
い
い
ち
、

㈱
岸
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
、
新
家
工

業
㈱
山
中
工
場
、
㈱
タ
ケ
ノ
加
賀
店
、

㈱
シ
モ
ア
ラ

【
生
徒
】

•
働
き
た
い
と
思
う
企
業
が
い
く
つ

も
あ
っ
た
。
ど
の
仕
事
も
夢
が
あ

る
と
感
じ
た
。

•
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

就
職
す
る
目
で
み
る
と
昨
年
と
は
、

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

•
ど
の
企
業
で
も
成
長
で
き
る
と
知

れ
た
。

•
就
職
す
る
と
き
は
何
を
優
先
し
て
、

何
を
我
慢
す
る
か
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。

•
就
職
し
よ
う
と
思
っ
て
い
な
い
企

業
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
人
の

た
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
興
味

深
か
っ
た
。

•
仕
事
の
種
類
は
多
く
あ
る
が
、
第

１
は
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
仕
事
環

境
が
良
い
会
社
が
多
い
。

•
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
仕
事

を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

【
保
護
者
】

•
こ
れ
を
機
に
子
供
と
就
職
先
の
話

を
進
め
て
い
き
た
い
。

•
地
元
企
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
世
相
に
合
わ
せ
た

企
業
努
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

•
卒
業
生
の
意
見
も
あ
っ
て
よ
か
っ

た
。

•
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
事
業
内
容

を
知
ら
な
い
会
社
も
あ
っ
た
の
で
、

理
解
が
深
ま
っ
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

知らなかった情報や
仕事の内容などを直
接聞くことができた

いろいろな分野の企
業説明会を聞けて視
野が広まった

就職して働くという
イメージを持つこと
ができた

仕事の大変さが分か
った

18%

24%

17%
15%

11%

1%
1%

6% 5%
1%1% 給与

職場の雰囲気（社風）
自分のやりたいことができる仕事か
福利厚生
事業内容
残業の有無
家から通えること
離職率
家族の意見
先輩が働いていること
その他

こ
の
行
事
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
？（
２
つ
以
内
）

就
職
す
る
に
あ
た
り
、大
事
だ

と
思
う
こ
と
は
？（
３
つ
以
内
）

Q.2 Q.1 参
加
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

参
加
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

29%

27%

22%

22%

参
加
し
た
感
想
は
？

（
一
部
抜
粋
）

Q.3

大聖寺実業高校２、３年生
全員と保護者対象

「生徒と保護者で学ぶ
地元企業」を開催

「生徒と保護者で学ぶ
地元企業」を開催
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会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 上原

TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

7/14
（火）
6:00ａ

ｍ

坂本呉服店 店主
加賀市倫理法人会 相談役 坂 本　哲 也 氏

倫理法人会入会20年 ～出逢い・ご縁に感謝～

さかもと てつや第846回

7/21
（火）
6:00ａ

ｍ

マリリアージュ 代表
アルソアマリリア 地区本部長
小松市倫理法人会 会長 生 田　麻 里 氏

変わるのは、いつも自分から

いくた まり第847回

ａ
ｍ

7 / 7
（火）
6:00

祗王運送株式会社 元会長
一般社団法人倫理研究所 法人局参事 法人アドバイザー 伊 藤　勇 二 氏

『鏡は先に笑わない』

いとう ゆうじ第845回

6/30
（火）
6:00ａ

ｍ

前田慶次郎 殺陣師 村 田　彦 二 氏

後　の　先

むらた ひこじ第844回

6/23
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社黄金の村 専務取締役
石川県倫理法人会 相談役 小 原　  繁 氏

人 生 は 二 毛 作

おはら しげる第843回

年会費について
のお知らせ
　日頃より加賀商工会
議所の各種サービスを
ご利用いただきありがと
うございます。令和８年
度会費についてご案内
いたします。
◎口座振替の事業所さま
５月20日（水）ご指定の金融機関よ
りご入金いただき、厚くお礼申し上げ
ます。
◎口座振替以外の事業所さま
対象となる事業所さまには６月中旬
頃に請求書を送付します。市内金融
機関・インターネットバンキング等よ
りご納入願います。

　

第
２
回
役
員
会
で
は
、
６
月
に
七

尾
市
で
開
催
さ
れ
る
交
流
事
業
「
ス

ポ
ー
ツ
大
会
～
ナ
ー
フ
サ
バ
イ
バ
ル

ゲ
ー
ム
～
」、７
月
に
加
賀
市
で
開
催

さ
れ
る
研
修
事
業
「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
実
践
ワ
ー
ク
」
と
福
井
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
23
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
の
３
点
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

審
議
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
各
単
会
か
ら
の
活
動
報
告

や
今
後
の
事
業
予
定
が
当
会
の
吉
田

副
会
長
ら
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

各
委
員
会
報
告
で
は
、
総
務
委
員
長

の
丸
谷
氏
（
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
こ
の

後
の
通
常
総
会
や
次
回
役
員
会
に
つ

い
て
案
内
し
、
地
域
連
携
委
員
長
の

吉
柴
氏
（
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
7
月
の

研
修
事
業
つ
い
て
参
加
を
促
し
た
。

最
後
に
、
交
流
広
報
副
委
員
長
の
梶

氏
（
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
参
加
を
促
し
、
役
員
会
は
終
了

し
た
。

　

つ
づ
く
通
常
総
会
で
は
、
前
年
度

会
長
の
川
元
氏
が
事
業
報
告
を
、
前

年
度
専
務
理
事
の
飯
田
氏
（
小
松
Ｙ

Ｅ
Ｇ
）
が
決
算
報
告
を
行
っ
た
。
次

に
、
令
和
８
年
度
会
長
の
西
田
氏

（
白
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
事
業
計
画
お
よ

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
、
今

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
成
長
と

挑
戦
を
支
え
る
、
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
』
を
基
に
、
今
年
度
の

抱
負
を
語
っ
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
全
て
承
認
さ

れ
、
通
常
総
会
は
終
了
し
た
。

　

石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
は
令
和
８
年
度
第
２
回
役
員
会
と

通
常
総
会
を
５
月
22
日
㈮
に
白
山
商

工
会
議
所
で
開
催
し
、
当
所
青
年
部

か
ら
は
７
名
が
参
加
し
た
。

　

加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
吉
田

久
彦
会
長
・
会
員
77
名
）
は
５
月
19

日
㈫
に
定
例
会
・
臨
時
総
会
及
び
拡

大
交
流
事
業
を
開
催
し
、
28
名
が
出

席
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
吉
田
会
長
よ
り
、

４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
及
び

所
信
発
表
会
へ
の
参
加
御
礼
と
今
回

の
委
員
会
ア
ワ
ー
へ
の
協
力
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、

各
委
員
会
の
担
当
者
が
登
壇
し
、
報

告
を
行
っ
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
県

連
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
報

告
も
行
わ
れ
た
。

　

会
員
事
業
所
「
自
社
Ｐ
Ｒ
」
で
は
、

西
川 

峻
石
氏（
㈱
エ
ス
コ
）、
安
斉 

一
樹
氏
（Y
ELLO

W
 CA

K
E

）
が

登
壇
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
委
員
会
ア
ワ
ー

で
は
、
は
じ
め
に
担
当
で
あ
る
拡
大

交
流
委
員
会
の
加
端
委
員
長
が
、「
会

員
100
名
体
制
に
向
け
た
取
り
組
み
」

と
題
し
て
主
旨
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
委
員
会
対
抗
で
勧
誘

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。
ゲ
ー
ム
内
で
は
、
吉
田
会

長
が
様
々
な
タ
イ
プ
の
候
補
者
を
演

じ
、
メ
ン
バ
ー
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を

伝
え
、
い
か
に
上
手
く
勧
誘
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
競
っ
た
。
結
果
は

１
位
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
」、

２
位
「
総
務
委
員
会
」、
３
位
「
拡

大
交
流
委
員
会
」
と
な
り
、
参
加
者

た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
会
員
増
強
に

向
け
て
学
び
を
得
た
。

石川県商工会議所青年部連合会
令和８年度第２回役員会・通常総会を開催

加賀商工会議所青年部
第１回定例会・臨時総会及び
拡大交流事業を開催



● 本事業の問い合わせ先 ●
加賀市商工課　TEL 0761-72-7940　E-mail shoukou@city.kaga.lg.jp

※市の機構改革により、商工課の場所は「かが交流プラザさくら３階」イノベーションセンター内に移動しました。

【補 助 金 額】 最大50万円
【補助対象事業】 ①従来品と比較して地域性又は独創性に富む商品・技術・サービスの開発

 ②新市場を開拓するための商品・技術・サービスの開発
 ③既に製品化された新商品（販売を始めて3年以内）の事業化行動

【募 集 区 分】 ①加工食品　②伝統的工芸品（九谷焼、山中漆器）
 ③一般製品等（加工食品、伝統的工芸品以外の商品・サービス）

【補助対象経費】 ①試作品開発費・試験研究費／原材料費、機械装置費、工具費、
 　外注加工費、デザイン費、コンサルティング費、知的財産導入費等
 ②販売促進費／広告費、展示会出展費、Web サイト制作費等

【応募受付期間】 令和8年5月1日（金）～令和8年6月30日（火）

市内の中小企業者等が行う新商品・新サービスの開発や既存商品等の改良、
販路開拓に必要となる費用の一部を助成します。

詳細は加賀市HPを
ご確認ください。

「加賀市新商品開発助成事業」のご案内加賀市より
お知らせ

マル経融資
小規模事業者を支えて半世紀

小 規 模 事 業 者 経 営 改 善 資 金
■融資対象／商工会議所の実施する経営指導を受けている

小規模事業者（商工業者に限る）であって、
商工会議所等の長の推薦を受けた方

■融資限度額／2,000万円
■貸付利率／2.60％（令和8年6月時点）
■返済期間／設備資金・運転資金10年以内
■担保・保証人・信用保証料／なし商工会議所による審査・推薦に基づき、

日本政策金融公庫が融資する制度です。

お問い合わせ／加賀商工会議所　中小企業相談所　Tel 0761-73-0001
※審査の結果、お客さまのご希望に添えないことがございます。

6 � 加賀商工会議所会報 №650〔2026.6〕 ●

株式会社 北前BASE
●住所／加賀市田尻町浜山2-81
●予約の連絡先／ご宿泊：0761-71-1173

お食事：0761-71-2657

Q.オープンしたきっかけは？
　私は、北前BASEとは別に、黒崎BASEという民泊を
運営しております。その民泊経営から学んだノウハウを
もとに、空き家となったこの地をリノベーションして、新た
な宿泊施設を作ろうと弊社の代表である加藤とともに
オープンに向けて5年ほど前から取り組み、昨年11月に
グランドオープンを迎えました。ホテル内には、貸し切り
風呂やオーシャンビューが望めるお部屋もあり、オープン
以降たくさんの方々にご利用いただいております。

Q.おすすめのプランは？
　北前BASEでは、宿泊だけでなく、お食事にも力を入
れております。大人気のランチに加え、今年4月より週末
限定でディナーも利用できるようになりました。内容は、
北陸の食材を使ったフレンチを楽しむコースをご用意し
ております。また、ランチにプラスして貸し切り風呂が堪
能できる日帰りプランもございます。観光客の方々はもち
ろん、地元の方 も々楽しめるプランとなっておりますので、
是非ご利用ください。

お話を伺った方／河西　紀明さん
訪ねる

ランチ：3,500円（税込み）

ディナー：10,000円（税込み）

※利用時間は11：30～14：30まで

※ランチ・ディナーは完全予約制

日帰りプラン：ランチ料金に加えて

2,000円で貸し切り風呂が利用可能に！

………………………………………………

Instagram
はこちら
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電気・ガス価格高騰緊急対策
支援金

小規模事業者
事業継続支援補助金

スタートアップビジネスプラン
コンテストいしかわ

副業・兼業人材活用促進事業
補助金

事業承継円滑化補助金

新商品開発助成事業

いしかわ文化観光コンテンツ
造成支援事業

事業承継・Ｍ＆Ａ補助金

デジタル化・AI導入補助金

従業員スキルアップ助成金

高圧電力(一定要件あり)、特別高圧電力、
工業用LPガスの料金(R8年1～3月)の一部
を支援

「小規模事業者持続化補助金<災害支援枠>」
で直接被害の復旧費用を計上した事業者に
上乗せ補助

新規性・創造性のある製品・サービス等を
実施する起業者を募集し、入賞者を補助

ILAC委託の金融機関・人材会社で副業・兼
業人材とマッチングした企業に対し紹介手
数料・報酬等を補助

事業承継にかかる仲介料、調査、契約書作
成、登記委託費用等の専門家経費を補助

新たな商品・サービスの開発や既存商品等
の改良・販路開拓費用を補助

文化の担い手と観光事業者が連携し、いし
かわの文化資源を活用した、付加価値の高
い文化観光コンテンツづくりを支援

事業承継に関する各種費用を事業承継促進
（設備投資等）、専門家活用、廃業・再
チャレンジ、ＰＭＩ（買収後の経営統合）
の４枠で補助

業務効率化やDX推進、セキュリティ対策
のためのITツール導入費用を補助。「イン
ボイス対応類型」ではハードウェア費用も
支援対象

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

20万円

100万円

600万円

45万円

50万円

50万円

1,000万円

1,000万円

450万円

一人 5万円

石川県

石川県

石川県

石川県

石川県

加賀市

石川県

経産省

経産省

2

3

4

5

6

8

1

11

12

受付
4/15～6/15

受付
4/1～2/26

受付
4/15～6/30

受付
4/1～2/28

受付
5/12～1/31

受付
5/1～6/30

受付
4/27～7/3

15次受付
6月中旬～�
� 7月下旬

2次受付
5/13～6/15

9 加賀商工
会議所 受付中

スケジュール№

金額例は、条件によって異なることがあります。� この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

中小企業新事業進出促進
補助金

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
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こんな方にオススメ

セミナー内容

開催概要

継がせる？譲る？M&Aで残す？

実例から学ぶ
はじめての事業承継
親族内・親族外・M&Aの基本と事例
事業承継には、早めの準備が大切です。
本セミナーでは、これから事業承継を考える経営者の方にどのようなことから始めれば良い
かについて、基礎知識と具体的な事例について、分かりやすくご紹介します。

後継者を考えなければと思っている方
家族や従業員に引き継ぐ可能性がある方
M&Aに関心はあるが、手順が分からない方
他事例や税制についても知りたい方

親族内・親族外・M&Aについて基礎知識
事例からみる事業承継の落とし穴
事業承継の支援について
○石川県事業承継・引継ぎ支援センター

センター長 多田 久俊 氏
○ほくほくコンサルティング株式会社

北陸本部 M&A・事業承継グループ
マネージャー 志寒 郁夫 氏

日時：令和�年�月��日(水) ��:��～��:��
会場：クロスガーデン加賀�階 会議室�
定員：��名程度
締切：�月��日までに右記QRコード

にてお申込ください。

講師

弁護士 村谷 淳弁護士 村谷淳 氏
石川県出身
東京大学法学部卒業・同大学院法学政治
学研究科修士課程修了。
株式会社ジャックコーポレーション代表
取締役社長を経て、
弁護士法人クラフト松田法律特許事務所
所属。
ご自身の��年の企業経営の実績とM&A
経験から、様々な法律相談を受けもつ傍
ら、石川県事業承継・引継ぎ支援センタ
ーでの講演なども実施されております。

主催：加賀商工会議所
共催：公益財団法人石川県産業創出支援機構

ほくほくコンサルティング株式会社・株式会社北陸銀行
問合：加賀商工会議所 セミナー係 TEL:����-��-���� Mail:kaga@kagaworld.or.jp

主催：加賀商工会議所
共催：公益財団法人石川県産業創出支援機構

ほくほくコンサルティング株式会社・株式会社北陸銀行・加賀商工会議所産業基盤委員会
問合：加賀商工会議所 セミナー係 TEL:����-��-���� Mail:kaga@kagaworld.or.jp

申込はこちら
※ご入力いただいた情報は、当会からの各種連絡・情報提供に利用する他、セミナーの実態調査や分析のために利用することがあります。



エネルギー価格・原材料高騰等に係る
経営影響調査　集計結果

国際情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格・原材料費の高騰が、管内会員企業の経営に与
えている影響を迅速に把握し、石川県等の行政機関へ実態を報告するとともに、今後必要
とされる支援策のニーズを取りまとめるため、役員・議員・評議員を対象としたアンケート
を実施しました。

回答方法：FAXまたはメール　回答数：107件（回答率69.9％）　回答時期：4月22日～5月15日

業種

　その他現在の経営環境について、特記事項などがございましたら
ご自由にお書きください。

　直近の状況として、エネルギー価格や原
材料等の高騰・供給制約により、経営にどの
ような影響が出ていますか？（複数回答可）

【その他の意見】
・お客様への供給価格の上昇
・仕入先から見積りがこず、供給時の価格が不明と言
われる
・先行きが見通せない中でのメーカー側の出し渋り
・上記により複合的要素にて結果的に生産工程が停滞傾向
・製品の入荷遅れ

【その他の意見】
・仕入価格上昇分を工事価格に転嫁、代替品の活用
・材料仕入価格の検討及び材料の確保
・在庫できるものは普段より多めに在庫する
・影響が少ないうちに、高優先度の商品を先行販売
・値上げ交渉
・取引先の業況把握、調査
・商品力UP、新商品開発

【その他の意見】
・納品期日（完成期日）の延長
・仕入れ資材、結束ひも等の入荷制限
・工事の遅延
・生産工程が停滞傾向となることで、売上減少
・取引先の業況悪化の懸念
・見積期間（有効）の不確定
・納期遅れ

【その他の意見】
・ナフサ由来の製品の流通を至急お願いしたい
・県・市の発注工事の増加と平准化
・人件費（賃金）をあげるための適正な支援（税額控
除など）
・価格転嫁の妥当性に関する監視の強化及び不当な取
引行為に対する指導・取り締まりの徹底
・物流の目詰まりの解消

【その他の意見】
・将来的な売上の減少
・原料不足
・レアアース含有副資材の高騰

・公的機関の受注で、年間契約等の締結後からの原材料の値上げに
対して、柔軟に対応してほしい。

・原材料の高騰により、毎月の値上げ要請の可能性が大きい。値上
げによる価格転嫁を行った場合、日用品漆器関係の市場縮小によ
り、売上減・営業利益減となる可能性が高い。

・人手不足、インフレに続く石油問題で経営環境が大きく変わり、
事業本来の姿が崩れる懸念。大手メーカーの出荷停止の状況報告
を読むと政府の発表とは相違が大きく、建設業界への影響が大き
い。

・人材確保に苦労している。中小企業に特化した会社説明会など、
人材確保支援をお願いしたい。また、加賀市内の企業を募って近隣市町在住の求職者へのPRできる機会を
作ってもらいたい。

・人手不足での技術承継や、重機高騰への資金捻出に悩んでおり、大企業との格差が広がる中で価格転嫁も
できず、メリットのない賃上げを迫られている。一時的な補助金だけでは、これ以上の賃上げは困難。

・現時点では、中東情勢による悪影響は軽微だが、戦争が長期化すればするほど影響大となる。
・中東戦争による樹脂部材の入手難に加え、組立の人手不足も深刻となっている。外国人実習生・特定技能
の採用や派遣の補充で手を尽くしているが、依然として人員確保が追いつかない。

・エネルギー価格・原材料の高騰に対し、高価値商品の開発、信用力のＵＰ、流通の見直し。
・ナフサ原料のPE系副資材が値上げ・受注停止となり、入荷の目処が立たない。製品生産に不可欠な資材の
ため、長期化すれば一部生産ラインが停止する恐れがある。

・新事業への移行に時間がかかり、売上減少のまま推移しており、慢性的な資金不足に陥っている状況である。
・現在なんとか資材は新規先で代替品などを調達して工事を止めることなく施工できているが、事態が長期
化すれば、影響は避けられない。

結果報告は以上となります。お忙しい中、アンケート調査にご協力いただ
きました皆さまに、改めて厚く御礼申し上げます。

　現在までの対応策として取られているも
の・今後検討しているものとしては何があ
りますか？（複数回答可）

　１で回答した影響により、貴社の事業に
どのような支障が出ていますか？（複数回
答可）

　経営の安定化のために、行政に求める
支援は何ですか？（複数回答可）

　現在、エネルギー問題以外で抱えている
「深刻な経営課題」を教えてください。
（複数回答可）

エネルギー価格・原材料高騰等に係る
経営影響調査　集計結果

その他
3％

サービス業
14％

卸売・小売業
10％

観光業
3％

運輸業
2％

建設業
31％

製造業
37％

その他

価格転嫁を円滑に
進めるための相談・指導

金融支援（低利融資・
返済猶予）の拡充

省エネ・コスト削減に関する
設備導入支援

燃料・原材料購入に対する
直接的な補助金・給付金 46%

20%

19%

10%

5%

その他

事業承継・後継者不在

売上の減少・顧客開拓

賃上げの原資確保

設備老朽化・DX対応

人手不足
（採用難・定着率低下）

33%

21%

21%

15%

8%

2%

取引先からの値下げ
要請による売上減少

その他

資金繰りの悪化

受注の減少・キャンセル

生産・営業活動の縮小・停止

利益率の悪化 57%

16%

12%

9%

5%

1% 固定資産の処分や売却

その他

特になし

既存設備を省エネ設備に
切り替え

新分野の開拓・多角化

新規仕入先の確保

生産性の向上

節電・節約

エネルギーコスト上昇分を
販売価格に転嫁 24%

23%

19%

11%

6%

6%

5%

4%

2%

現時点では
影響はない

その他

物流・配送費の上昇

原材料の調達難・
供給の遅延

燃料費の高騰

原材料・仕入
価格の上昇

32%

25%

23%

14%

3%

3%
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Point
クロスガーデンの

貸会議室（レンタルスペース）が
使われる3つの理由

2023年5月竣工。Wi-Fi完備でモニターや
音響も充実。エレベーターや障害者用トイレ

もありバリアフリーな施設です。

備
設
新
最

省エネと太陽光発電による創エネで、環境に
配慮したNearly ZEBの建物です。貸会議室利用
時に空調不使用の場合、利用料25％OFFの

特典を設け、環境啓蒙も行っています。

慮
配
の
へ
境
環

加賀温泉駅から徒歩5分。施設駐車場も広く
ご用意していますので、大人数のイベントも
対応可能です。※貸会議室利用中は駐車料金無料

を
場
車
駐
い
広

備
完

25 OFF
%

空調不使用の場合

利用料貸 会 議 室
レ ン タ ル ス ペ ー ス
クロスガーデン加賀は、地域や人・企業・団体の

つどいの場としてひらかれた存在でいたいと考えています。

その一環として、施設の一部を

セミナーや会議、イベントでみんなが使用できる

貸会議室（レンタルスペース）として提供しています。

加賀商工会議所貸会議室
ご予約 サービス詳細や

ご予約はWebから 平日9:00～12:00/13:00～17:00担当 時間

0761-73-0001

グループ
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ
ベストウイズクラブでは、「福祉制度
キャンペーン」を�/�～�/��に実施い
たします。（※�/�~�/��はアクサ単独
キャンペーンとして実施）
本キャンペーンは、『商工会議所福祉
制度』を会員の皆様にご理解いただ
き、会員事業所の福祉向上にお役立
ていただくことを主な目的としていま
す。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・
役員の皆様の保障や退職金準備他、
入院・介護・老後に備えた様々な保
障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株
式会社の担当社員がお伺いした際に
は、是非ご協力いただきますようお願
い申しあげます。

加賀商工会議所　 TEL.０７６１-７３-０００１

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所
　およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

健康経営優良法人認定のサポート

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップ
してきた」。いま、経営者の皆様のそんな声が増
えています。それはきっと、アクサの健康経営に
よる「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、あ
る会社では「仕事と治療の両立」や「社内サーク
ル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きが
いといった「社会的健康」までをサポートしてい
ます。社員一人ひとりがやりがいをもって働ける
環境をつくり、会社全体も元気に変えていくた
めに。アクサ生命がお手伝いします。

やりがいが集まって、
　　　　　会社はつよくなる。

アクサ生命は2026年23,085社のうち、6,429社を業界
トップでサポートしており、満足度もトップとなっています。

アクサ生命保険株式会社 小松営業所 加賀分室
〒922-0424 石川県加賀市小菅波町1丁目130番地
  クロスガーデン加賀３F
  TEL 0761-73-3581

始めよう。この時
代の働き方。

お問い合わせ先

わたしたちがサポートしています

中田
推進員

東
推進員

村田
推進員

東野
推進員

嶺脇
推進員
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2026年5月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、中東情勢の影響が拡がり悪化
先行きは、影響の収束が見通せず、厳しい見方続く

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲27.3（今月比▲3.0ポイント）
高水準での賃上げが下支えとなっているものの、足もとの
燃料価格の上昇や長引く物価高が、消費マインドを下押し
している。

また、中東情勢の影響の収束が見通せない中、現状が長期
化した場合、事業の見直しや資金繰りの悪化等につながる
ことが懸念され、先行きは一段と悪化を見込んでいる。

全産業合計の業況DIは、▲24.3（前月比▲2.4ポイント）
建設業では、底堅い設備投資需要が下支えとなり、ほぼ横
ばいに止まったものの、全業種で中東情勢の緊迫化に伴う
エネルギー・仕入価格の上昇や調達困難化の影響が見られ
ている。特に、製造業・建設業では、受注・生産量の減少
や納期遅延などが発生しており、影響が深刻化している。
卸売業・小売業・サービス業へも、石油由来製品の価格高
騰・供給制約による利益率悪化といった影響が幅広く及ん
でおり、内需関連産業にも下押し圧力が拡大している様子
がうかがえる。

長引く物価高や円安の影響で消費者の節約志向が高まって
いる。大型連休は近場の観光施設や飲食店を中心に好調
だったが、その後は勢いを欠いている。

業況DI（※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）2025年 2025年 2026年 先行き
見通し

５月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６～８月
全産業 ▲ 18.0 ▲ 18.0 ▲ 17.9 ▲ 16.8 ▲ 20.0 ▲ 21.9 ▲ 24.3 ▲ 27.3

建 設 ▲ 13.8 ▲ 14.7 ▲ 15.2 ▲ 13.6 ▲ 15.5 ▲ 24.4 ▲ 24.8 ▲ 25.8

製 造 ▲ 22.3 ▲ 21.6 ▲ 17.2 ▲ 13.6 ▲ 19.1 ▲ 21.3 ▲ 22.6 ▲ 27.1

卸 売 ▲ 23.7 ▲ 23.4 ▲ 23.8 ▲ 23.5 ▲ 30.2 ▲ 28.6 ▲ 30.8 ▲ 36.2

小 売 ▲ 25.2 ▲ 24.0 ▲ 25.1 ▲ 24.8 ▲ 25.1 ▲ 26.2 ▲ 30.7 ▲ 31.0

サービス ▲ 8.5 ▲ 9.9 ▲ 12.1 ▲ 13.0 ▲ 15.1 ▲ 14.9 ▲ 18.0 ▲ 21.9

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

設備投資が底堅く推移する一方、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・資材価格の上昇や調達困難化により、ほぼ横ば
い。一部事業者からは、受注の減少や工事の延期・縮小等の影響が聞かれている。
•「管内（札幌・千歳）における高利益率の大型建築工事が増加したことから、業況は改善している」（一般工事業）
•「中東情勢の影響でほとんどの建築資材で値上がりが発生している。仕入価格が上がりすぎて、見積もりを出しても金額を見て諦めるお客様が増えている。当
社の利幅を下げて対応しているが、それでも受注は減少している」（リフォーム工事業）

中東情勢の緊迫化に伴う仕入価格の上昇を受け、悪化。なお、観光関連業からは、今年の大型連休は近場の観光施設・
飲食店を中心に好調だったものの、その後は勢いに欠けるとの声が聞かれた。

長引く物価高で消費者の節約志向が高まっていることに加え、中東情勢の緊迫化に伴う包材等の仕入価格の上昇や調達
困難化が重なり、悪化。

中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・原材料価格の上昇や調達困難化の影響を受け、悪化。原材料の納入制限等により、
生産量の減少や売上の機会損失を指摘する声が散見された。

建築資材関係や機械器具関係を中心に仕入価格の上昇や調達困難化の影響を受け、悪化。一部事業者からは、先行きに
ついて、影響の長期化に伴う資金繰りの悪化を懸念する声が聞かれた。
•「石油関連製品の供給制約により、一部取引先から見積もり不可や新規取引不可を提示されている」（機械器具卸売業）
•「ナフサショックの影響が大きすぎる。今後、建築業界では、材料がなくて完工できず、お金がもらえない状況が相次ぎ、資金繰りが悪化する企業が増加する
ことが想定される。政府には制度融資の検討を進めて欲しい」（建築材料卸売業）

•「中東情勢の影響による原油不足や高騰の影響で、原材料や資材等の調達が十分にできていない。また、金属加工に必要不可欠な加工油やナフサ等も不足して
おり、今後も調達難が続くと、工場の稼働が止まってしまう恐れがある」（自動車・附属品製造業）

•「ナフサ不足により新規の包材に納入制限がかかった。印字内容に少しでも変更が生じると新規扱いとなるため、新製品の製造ができない」（食料品製造業）

•「値上げにより売上は確保できているが、物価高による節約志向から客数は減少している。包材やトレイなど仕入コストも増大している」（商店街）
•「ナフサ不足の影響で仕入先から生産中止の連絡が相次いでいる。メーカーによる値上げも凄まじく、一部ではお客様の買い占めも始まっている。当社の商品
のほとんどが石油由来のため、事態の早期収束を望んでいる」（文房具小売業）

•「エンジンオイルやブレーキオイル等の油脂類やタイヤなどで欠品や納期遅延が発生している。現在の在庫が尽きた後の新規手配の目途が立たず、先行きの営
業に不安がある」（自動車整備業）

•「GWは近場のレジャー需要が好調で売上が増加したが、GW以降の客数は伸び悩んでいる」（飲食店）

北陸信越
北陸信越は、改善。卸売業では、春先の気温上昇で農作物の生育が順調になり、食料品卸売業者を中心に、売
上・採算が改善した。サービス業では、大型連休中にイベントが多く開催され、飲食店を中心に売上・採算が
改善した。建設関連事業者からは、石川県の復興関連工事が落ち着きつつある中、民間案件の比重が高まり、
収益性が改善している、との声が聞かれた。

2026年5月調査結果
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制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事業転換支援融資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.60% 2.00%～2.60% 2.00%～2.40% 2.50%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度

9件 2件 1件 1件 0件 0件 0件 0件
認 定 金 額 5,500万円 2,120万円 556万円 570万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 2.30%～2.50% 1.65%～2.70%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

0件 1件 0件 0件 0件 0件 10件 4件
認 定 金 額 0万円 200万円 0万円 0万円 0万円 0万円 6,056万円 2,890万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

2026年 6月
10日㈬ 総務企画委員会、マル経協議会
12日㈮ アドバイザー派遣
14日㈰ 日商簿記検定試験
15日㈪ アドバイザー派遣
16日㈫ 常議員会
17日㈬ 金融懇談会、地元企業見学
19日㈮ 加賀ふるさと検定監査
23日㈫ アドバイザー派遣
25日㈭ アドバイザー派遣

26日㈮
先進事例視察研修（宇都宮市）
※商業・サービス業部会、都市交
流委員会、都市政策委員会合同

30日㈫ 通常議員総会、正副会頭会議、
青年部 ブランディング委員会

2025年 7月

2日㈭ 加賀ふるさと検定・おもてなし
講座実行委員会

3日㈮ かが創業塾（7/10、7/17、
7/24）

7日㈫ 女性会 役員会
10日㈮ アドバイザー派遣

garage MOTOSE
　（自動車販売業）

本　瀬　　竜　弘
大聖寺三ツ町50-4

TEL 0761-73-4553

新入会員紹介加賀商工会議所婚活プロジェクトより御礼
会報５月号で掲載しましたアンケートに、たくさんの方 よ々りご
回答をいただき心より感謝申し上げます。
今年のイベントへのご意見をはじめ、今後の運営につながるア
イデアもたくさんお寄せいただき、スタッフ一同とても嬉しく拝
見しております。

いただいた全てのご要望にお応えすることは難しい面もござい
ますが、皆さまからいただいた大切なお声を参考に、これか
らのイベント運営をさらに盛り上げてまいります！

加賀商工会議所婚活プロジェクトより御礼

……………………………………………

会報 7月号から浴衣恋活の募集をスタート
する予定です。お楽しみに～★予告
会報 7月号から浴衣恋活の募集をスタート
する予定です。お楽しみに～★

新規会員入会募集！新規会員入会募集！
加賀市内で事業を始められた方、市内に事業所を移転された
方、以前から事業は営んでいるが当所の会員でなかった方な
ど、当所未加入事業所の方がいましたら、ご紹介ください！
当所ではあなたの事業の「困った」に徹底的に寄り添い、解
決までを伴走支援します☆
気になる方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

【個人事業所】年会費 6,000 円～
【法人事業所】年会費 12,000 円～

加賀商工会議所
総務企画課　☎ 73-0001

会費負担額 問い合わせ先

会議所の動き
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